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■主な記事 【今月の表紙】

令和２年１月１
日、横瀬海岸か

ら撮

影した初日の出
です。天候に恵

まれ、

多くの方々が集
まりました。

本年も広報おお
さきをよろしく

お願

いいたします。

■SDGs推進宣言のまち

新年のあいさつ
令和元年度鹿児島県PTA委嘱公開大崎大会
ゆるぷらサイクリング iN おおすみ 2019



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢

と
希
望
に
満
ち
た
令
和
２
年
の
輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は「
平
成
」
か
ら「
令

和
」
へ
と
御
代
替
わ
り
さ
れ
、
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
と
い
う
時
代
で
は
、
平
成

に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
と
い
っ
た
大
規
模

な
自
然
災
害
が
多
発
す
る
こ
と
な

く
、
穏
や
か
な
時
代
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
６
月

末
か
ら
７
月
初
旬
に
は
九
州
南
部
を

中
心
に
、
ま
た
９
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
は
、
関
東
・
甲
信
及
び
東
北
地

方
で
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
各
地

で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
や
ご
遺

族
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
幸
い
な
こ
と

に
人
的
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、「
災
害
は
時
と
場
所
を
選

ば
ず
」
と
い
う
事
を
再
認
識
し
、
町

民
の
皆
様
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
・

減
災
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
国
内
外
で
様
々
な

ス
ポ
ー
ツ
で
日
本
人
選
手
の
活
躍
が

目
立
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
テ

ニ
ス
の
大
坂
な
お
み
選
手
の
全
豪
テ

ニ
ス
初
制
覇
、
女
子
ゴ
ル
フ
の
渋
野

日ひ

向な

子こ

選
手
の
全
英
女
子
ゴ
ル
フ
制

覇
、
陸
上
で
は
男
子
１
０
０
ｍ
で
サ

ニ
ブ
ラ
ウ
ン
選
手
が
、
マ
ラ
ソ
ン
で

は
大
迫
傑
す
ぐ
る
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
新

記
録
を
樹
立
し
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
は
初
め
て
予
選
リ
ー
グ

を
突
破
し
ベ
ス
ト
８
に
進
出
、
ア
メ

リ
カ
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ（
Ｎ
Ｂ
Ａ
）

で
は
、
八
村
塁る
い

選
手
が
Ｎ
Ｂ
Ａ
ド
ラ

フ
ト
１
順
目
、
全
体
の
９
位
で
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
か
ら
指
名
さ

れ
Ｎ
Ｂ
Ａ
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
女
子

新
体
操
で
は
、
世
界
選
手
権
で
史
上

初
と
な
る
団
体
種
目
別（
ボ
ー
ル
）で

金
メ
ダ
ル
を
取
る
な
ど
、
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
た
く
さ
ん
の
感
動
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
い
て
は
昨
年
も

様
々
な
動
き
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
有
明
高
校
跡
地
に
、
日
本

で
は
初
め
て
と
な
る
、
陸
上
競
技
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
施
設
が
整
備
さ
れ
、「
ジ
ャ

パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
大
隅（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）」
と
し

て
、
４
月
に
供
用
を
開
始
し
、
こ
れ

ま
で
に
町
内
外
か
ら
２
万
６
千
人
以

上
の
方
に
施
設
を
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
中
で
も
、
ジ
ャ
パ
ン
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
日
本
代
表
選
手
も

数
多
く
利
用
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の

施
設
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
さ
れ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
り
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
崎
町
で
は
昨
年
、

ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
及

び
台
湾
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ

れ
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
事
前
合
宿
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
後
に
は
、
大
崎

町
に
も
国
内
外
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
集
結
し
、
私
た
ち
の
身
近

で
大
会
本
番
へ
の
調
整
を
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
、
感
激
を
覚
え
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

謹 賀 新 年

�

▶�

昨
年
４
月
に
供
用
開
始
と
な
っ

た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｏ

�

▶�

昨
年
５
月
と
9
月
に
そ
れ
ぞ
れ

事
前
合
宿
を
行
っ
た
、
ト
リ
ニ

ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
共
和
国
と
台
湾

の
陸
上
選
手
の
皆
さ
ん
。
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さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ｃ
Ｏ
の
知
名
度
が
上
が
り
、
世
界
中

か
ら
注
目
さ
れ
る
施
設
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
プ

ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
は
、
西
迫

集
落
出
身
の「
浜
屋
将
太
さ
ん
」
が
埼

玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
２
位
指
名

を
受
け
、
大
崎
町
か
ら
６
人
目
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

現
役
で
は
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
福

留
孝
介
選
手
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
松
山
竜
平
選
手
、
埼
玉
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
榎
田
大
樹
投
手
に
継
ぐ
４

人
目
で
、
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
赤

田
将
吾
打
撃
コ
ー
チ
及
び
東
京
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
内
田
強
ス
カ
ウ
ト

と
と
も
に
、
球
界
で
の
大
崎
町
出
身

者
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
と
、
伝
統

あ
る
環
境
が
次
の
世
代
に
も
引
き
継

が
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
」

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
崎
町

は
昨
年
、
町
民
・
衛
生
自
治
会
・
企

業
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
資
源

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
12
年
連
続
で

日
本
一
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
永
年

の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
第
２
回

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
内
閣
官
房
長
官

賞
を
受
賞
し
、
さ
ら
に
は
環
境
面
や

防
災
面
に
配
慮
し
た
町
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
し
て
、
全
国
の
自

治
体
の
中
で「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

に
も
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
し
た
大
崎
町
の
す
ば
ら

し
い
環
境
を
町
内
外
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
町
内
に
住
む
外
国
人
の
方
々
へ
の

配
慮
を
強
化
し
、
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
の
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
産
業
」
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
29
年
全
国
市
町
村
別

農
業
算
出
額
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
大
崎
町
は
全
国
22
位（
町
村
で

は
２
位
）
と
い
う
す
ば
ら
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は「
ブ
ロ
イ

ラ
ー
」「
野
菜
」「
肉
用
牛
」を
は
じ
め

と
す
る
生
産
者
・
加
工
業
者
な
ど
、

皆
様
方
の
ご
努
力
の
賜
物
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
本
町
の
魅
力
あ
る
地

域
産
業
資
源
を
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格

的
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
が
進
化
し
、

昨
年
６
月
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
事

業
に
参
加
す
る
事
業
者
が「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ（
ワ
ン
チ
ー
ム
）」
と
な

り
、「
大
崎
町
ふ
る
さ
と
特
産
品
振

興
事
業
協
同
組
合
」
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
事
業

者
が
、
と
も
に
手
を
取
り
合
い
、
共

同
販
売
や
商
品
開
発
等
を
行
い
、
組

合
員
全
体
の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
で
、「
大
崎
町
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

確
立
へ
の
環
境
づ
く
り
を
整
備
し
、

日
本
の
食
料
供
給
基
地
と
し
て
、
ま

す
ま
す
魅
力
あ
る
産
地
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
元
号
の「
令
和
」
に
は
、

「
一
人
一
人
の
日
本
人
が
明
日
へ
の

希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を

大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、

そ
う
し
た
日
本
で
あ
り
た
い
」
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
希

望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
し
い
時
代

を
、
町
民
の
皆
様
と
切
り
拓
い
て
い

く
べ
く
、
大
崎
町
が
有
す
る
魅
力
あ

ふ
れ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、

「
一
隅
を
照
ら
す
」資
源
循
環
型
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る

町
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
知
恵
の
環

　
　

人
の
環

　
　
　
　

資
源
の
環
」

　

令
和
２
年
１
月

　
　

大
崎
町
長
　
東
　
靖 

弘

豊かな自然が宝物
　みんなで紡ぐ結の町

�

▶�SD
G
s

と
は『Sustainable �

Developm
ent Goals

』の
略
称
。

　

�

２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ

れ
た
貧
困
、
飢
餓
、
不
平
等
な

ど
17
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

目
標
の
こ
と

�

▶�

指
名
報
告
会
で
役
場
を
表
敬
訪

問
し
た
、
大
崎
町
６
人
目
の
プ

ロ
野
球
選
手
の
浜
屋
将
太
選
手
。

�

▶�

昨
年
６
月
に
誕
生
し
た『
大
崎

町
ふ
る
さ
と
特
産
品
振
興
事
業

協
同
組
合
』の
設
立
総
会
の
様
子

3　広報おおさき 令和２年１月号



　

11
月
30
日（
土
）、
町
中
央
公

民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て『
令
和

元
年
度
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研

究
委
嘱
公
開 

大
崎
大
会
』が
開
催

さ
れ
、
大
隅
地
域
を
は
じ
め
県
内

各
地
か
ら
約
４
５
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
大
崎
中
の
校

内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受

賞
し
た
２
年
１
組
に
よ
る
合
唱
が

あ
り
、
心
打
た
れ
る
合
唱
に
会
場

は
拍
手
と
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
研
究
主
題
は『
心
豊

か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
て

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
め
ざ
そ
う
』で
、

菱
田
小
学
校
、
大
丸
小
学
校
、
大

崎
中
学
校
が『
お
お
ら
か
・
さ
わ
や

か
・
き
わ
や
か
な
大
崎
っ
子
を
育

て
る
親
10
か
条
』に
基
づ
い
て
行
っ

た
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

菱
田
小
学
校
は
、
ア
ウ
ト
メ

デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い
方
に
注
力

し
、
各
家
庭
に
お
い
て
家
庭
生
活

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
を
図
る
活
動
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
、
大
丸
小
学
校
で
は
、

毎
月
１
週
間
ず
つ
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
た『
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
』

の
実
施
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ

り
、
大
崎
中
学
校
で
は
、『
夢
や

生
き
方
』
に
着
目
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
活
用
し
土
曜

授
業
に
お
い
て
行
っ
た
、
地
域
住

民
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
鹿
児
島
純
心
女
子

中
学
校
教
諭
の
園
元
先
生
が
登
壇

さ
れ
、『
子
ど
も
の
や
る
気
ス
イ
ッ

チ
切
っ
て
ま
せ
ん
か
？
～
親
業
に

学
ぶ
言
葉
か
け
～
』を
テ
ー
マ
に
、

親
と
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
や
聞
く
こ
と
の
重
要
さ

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
、
町
Ｐ
連
会
長
の

中
村
さ
ん
は「
日
頃
の
成
果
が
発
表

で
き
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
も
関
係
各
所
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
継
続
し
て
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

鹿
児
島
県
P
T
A
活
動

研
究
委
嘱
公
開 

大
崎
大
会

【講演会の様子】 【事例発表の様子　左から菱田小学校・大丸小学校・大崎中学校】

■オープンニングで合唱を披露した大崎中２年１組の皆さん
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ゆるぷらサイクリング
ゆるっと

、
ぷらっと

。大隅を駆け抜けました

iN  おおすみ  2019

　

今
大
会
の
最
高
齢
参
加
者
で
あ

る
福
原
俊
夫
さ
ん（
仮
宿
下
）
は

今
年
で
80
歳
。
自
転
車
歴
50
年
以

上
に
な
る
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。
当

日
も
60
㎞
コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
、

悠
々
と
走
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
30
日（
日
）
に
開

催
さ
れ
た『
第
19
回
ツ
ー
ル
・
ド
・

お
お
す
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
』

に
も
毎
年
参
加
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
も
最
高
齢
参
加
者
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

福
原
さ
ん
に
今
後
の
目
標
を
聞

く
と「
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
始

め
た
自
転
車
で
し
た
が
、
こ
ん
な

に
も
長
く
続
け
ら
れ
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
身
体
が
動
く
う
ち
は
自

転
車
に
乗
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

12
月
８
日（
日
）、
大
隅
地
域

を
自
転
車
で
巡
る『
ゆ
る
ぷ
ら 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
iN
お
お
す
み

２
０
１
９
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
大
崎
町
・
肝
付
町
・

東
串
良
町
で
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
肝
付
町
と
大
崎
町
の
２
か
所
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
し
、
60
㎞
の

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
・
40
㎞
の
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
を
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ダ
ー
の
先

導
の
も
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
崎
の
休
憩
所（
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
ふ
れ
あ
い
の
里

公
園
で
は
、
町
内
企
業
で
あ
る
㈱

ロ
ー
ハ
ス
特
製
の
ガ
ネ
を
、
横
瀬

古
墳
で
は
漬
物
を
提
供
し
、
参
加

者
ら
は「
お
い
し
い
で
す
ね
。
ま

た
頑
張
れ
ま
す
！
」
と
笑
顔
を
浮

か
べ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
70
人

は「
天
気
も
良
く
景
色
も
き
れ
い

で
と
て
も
楽
し
め
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
次
回
の
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
３
月
に
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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ぜひ見に来てください！
大崎中生徒がポスターを奉納

大崎町の魅力を堪能しました
グリツー協議会がツアーを実施

　12月16日（月）、大崎中学校の特別支援学級
の生徒13名が、都萬神社の新年行事に関する
ポスターを作成しその贈呈式が行われました。
　生徒代表の中学２年生、小村依

い
吹
ぶき

さんはポ
スターの出来栄えについて「良い感じでできま
した。都萬神社にきたらまずこのポスターを
見てほしいです」と話しました。
　また、都萬神社総代会の会長、児玉正

まさ
治
はる

さ
んは「心がこもった作品をありがとうございま
す」とお礼の言葉を述べられました。
　ポスターは、１月末まで神社の境内に飾ら
れます。

　12月15日（日）、おおさきグリーン・ツーリ
ズム推進協議会主催の『食・体験・観光』等を堪
能できるモニターツアーが開催され、県内外
から定員を超える30名が参加されました。
　参加者は、協議会会員が手作りしただご汁
やお弁当を食し、町内で栽培したイチゴを使
用したイチゴかるかん作りや、くにの松原で
拾った松ぼっくりのクリスマスリース作りな
どをとおして本町の魅力を体験しました。

　12月15日（日）、町総合体育館、ふれあいの
里公園を会場に町内スポーツ少年団員・関係者ら
約240人が参加し『大崎町スポーツ少年団交歓大
会』が開催されました。
　今年度は新たな試みとして指導者・母集団研修
会において、ACP（アクティブ チャイルド プロ
グラム）の講演・実技が行われました。ACPとは
子どもが発達段階に応じて身につけておくこと
が望ましい動きを習得する運動プログラムです。
　また、交流活動として恒例の団対抗駅伝大会が
行われ、参加した11チームは、日頃のチームワー
クを一本のタスキに託し交流と親睦を深めました。

スポ少同士で交流深める
町スポーツ少年団交歓大会を開催

令和元年度大崎町スポーツ少年団優良団員表彰者
大崎ソフトボール 穂

ほ

園
ぞの

 陽
ひ な た

大 大崎空手会 國
こく

料
りょう

 拓
たく

人
と

大崎バレーボール 中
なか

山
やま

 結
ゆい

香
か

野方球友 佐
さ

野
の

　樹
いっき

野方バレーボール 横
よこ

川
がわ

 恵
め

久
ぐ

中沖複合 島
しま

本
もと

 結
ゆい

和
な

大崎水泳 宮
みやもと

本 恵
め

来
ぐ

ＦＣ .ＯＳＡＫＩ 松
まつ

元
もと

 凜
りん

斗
と

大丸スイミング 濱
はま

松
まつ

 利
り

愛
あ

菱田バレー 大
おお

川
かわ

 華
か

梨
り

奈
な
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旬な話題をお届け！おおさきフラッシュ

第28回シルバー文化作品展で
鹿児島県知事賞を受賞

大崎町老人クラブ連合会が
全国表彰を受賞しました！

　長寿社会運動の一環として鹿児島県社会福
祉協議会が実施している「第28回シルバー文
化作品展」が開催され、枦山纓

えい
子
こ

さんの「望郷」
が６部門264作品のトップとなる『鹿児島県知
事賞』を受賞しました。
　枦山さんは「選ばれてびっくりしました。こ
の受賞を励みにこれからも描いていきたいと
思います」と話されていました。
　作品は２月頃まで、役場１階のロビーで展
示いたします。

　大崎町老人クラブ連合会が全国老人クラブ
連合会から『令和元年度100万人会員増強運
動優良クラブ特別賞』を受賞され、12月23日

（月）に東町長を表敬訪問いたしました。
　全老連は、平成26年度から100万人会員増
強運動に取組まれており、大崎町老人クラブ
連合会は５年連続で会員数が増加したことが
認められ今回の受賞となりました。
　この受賞を契機に、町老人クラブ連合会の
今後ますますのご活躍を期待いたします。

３回目の鳥獣被害対策研修会
鳥獣から守る果樹栽培を学ぶ
　11月20日（水）、野方活性化センターにおいて

『地域ぐるみの鳥獣被害対策研修会』の３回目が
行われ、町内外から26名が参加しました。
　今回は『鳥獣から守れる果樹栽培』をテーマに枝
の剪定について講義があり『①返り枝を切る』『②
ノコギリは横に使う』『③途中切りはしない』の剪
定の法則を学び実技をまじえながら行われました。
　参加者らは雅ねえの指導による剪定方法を実践
し「収穫の楽しみができた」と話されていました。

（Ｐ10 ～11の関連記事もご覧ください）

実習ほ場を提供していただいた実習ほ場を提供していただいた
山下さん（右）と世話人の徳満さん（左）山下さん（右）と世話人の徳満さん（左）

モデル地区（曲集落）の皆さんモデル地区（曲集落）の皆さん
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さらなる発展を期待します
旧大崎中第28回卒業生一同で寄附

故 小瀬戸實さんの生きた証として
大崎町にご寄附いただきました

　旧大崎中学校の第28期卒業生一同から本町
にご寄附があり、その贈呈式が11月18日（月）
に応接室で行われました。
　これは、還暦を記念して催された『還暦同窓
会』のなかで参加者から集めたもので、県内外
から64名が出席されたそうです。
　贈呈式で実行委員長の山下知美さんは「育っ
た故郷に感謝の気持ちを込めて寄附いたしま
す。大崎中学校がさらに発展することを願い
ます」と述べ、東町長へ手渡されました。

　大崎町出身の故 小瀬戸實
みのる

さんの遺産の一部
をご寄附いただきました。
　實さんは生前福岡県にお住まいで、今回ご
寄附の申し出をいただいた小原俊子さんの実
姉が小瀬戸家に嫁がれており「姉が實さんに大
変お世話になったので、實さんの生きた証とし
て遺産の一部を實さんの故郷である大崎町で
役立てて欲しい」という思いからのご寄附です。
　心からのご寄附に感謝するとともに、實さ
んのご冥福をお祈りいたします。

移住ドラフト会議がきっかけです！
宮崎県美郷町と連携協定を締結

考えよう、人権のこと
人権フェスタ2019を開催

　12月７日（土）、宮崎県美郷町にある国際うな
ぎラボ（旧渡川小学校）において、南九州移住ド
ラフト会議2019のクライマックスシリーズが
開催され、その中で本町は宮崎県美郷町と連携
協定を締結いたしました。
　これは、本町が指名した小菅奈穂子さんと美郷
町が指名した小菅達矢さんがご夫婦であることが
きっかけとなり、両町がお二人の幸せを第一に願い
連携していくことや親睦を深めることが目的です。
　今後両町は、ツアーの企画や地域間交流を行
っていく予定となっています。

　12月１日（日）、町中央公民館において「人
権フェスタ2019」が開催されました。
　オープニングは『おおさき合笑団』が元気
いっぱいの合唱を披露し、続いて人権作文・
標語の表彰や作文の朗読がありました。
　講演会では、社会福祉法人 白鳩会の中村邦
子さんが講師を務め、『私たちにできる共生社
会』というテーマでご講演いただきました。
　講演のなかで中村先生は「お互いに自分の弱
さを支え合いながら助け守り合うことが共生
社会に繋がります」と話され、参加者は真剣に
聞き入っていました。
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水田の中に美しいフォルムで
鎮座する横瀬古墳のキャラクターです。

マントのチェック模様は
田園地帯のイメージ。

首に下げているのは出土した
円筒埴輪。

３体の中では１番新しく、
２番目に大きいです。

日本最南端の古墳
群

イメージキャラクターの
名称を大募集します！

【横瀬古墳】

【唐仁古墳群】

【塚崎古墳】

� 鹿児島県内で最大、九州３位の
大きさを誇る唐仁古墳群を

モチーフにしたキャラクターです。
首には大塚神社の鳥居がかかっています。
服のドットは古墳群のイメージ。
鼻の形は古墳の復元図。
３体の中では２番目に古く、

１番大きいです。

日本最南端の前方後円墳である
塚崎51号墳のキャラクターです。
手に持っているのは天然記念物の

塚崎のクス。
服の柄は地下式横穴墓にある

L字型の墓穴。
３体の中で１番古く、
１番小柄です。

　鹿児島県の東側にある志布志湾岸には日本最南端の古墳群が広がっています。日本の大いなる隅っこにあ
るこの古墳たちをもっと知ってもらうため、大崎町・東串良町・肝付町で3体のイメージキャラクターを作り
ました。今後さらに親しみを持ってもらえるよう、次のとおり３体の名称を募集します。
　採用者には、特産品（5,000円相当）を贈呈いたします。なお、採用作品を基にＰＲグッズなどを制作する予定です。

【応募資格】　どなたでも応募可能【応募は１体につき1人1点まで】 
【応募方法】　�応募用紙に必要事項を明記の上、次のいずれかの方法で応募してください。�

①持参…大崎町役場　企画調整課まで �
②郵送…〒899-7305 曽於郡大崎町仮宿1029番地　大崎町役場　企画調整課�
　　　　「日本最南端の古墳群」イメージキャラクター名称募集担当 宛 �
③メール…mati@town.kagoshima-osaki.lg.jp�
※応募用紙は役場窓口、企画調整課に置いてあります。�
　また町HPからダウンロードすることも可能です。

【募集期間】令和２年3月31日㈫ ま
で（

）
郵送の場合当日消印有効

ＱＲコードはこちら➡
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Vol.10
雅ねえの、みんなで取り組む

獣害対策講座
※タイトルに記載している『雅ねえ』の表記は、本人の原稿どおりで掲載の了承を得ています。

　
大
崎
町
の
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
ー

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
ね
。

　
じ
ゃ
あ
、
さ
っ
そ
く
、
は
じ
め

ま
ー
す
。

お
さ
ら
い
と
予
習

前
回

　
前
回
は
人
間
の
身
勝
手
で
悪
者

に
さ
れ
、
な
ぜ
殺
さ
れ
な
き
ゃ
い

け
な
い
の
か
も
分
か
ら
な
い
で
命

を
絶
た
れ
た
駆
除
イ
ノ
シ
シ
。
せ

め
て
供
養
の
意
味
で
あ
り
が
た
く

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。
っ
て
獣
害

対
策
か
ら
は
ち
ょ
っ
と
横
道
的
な

グ
ル
メ
話
で
し
た
よ
ね
。

今
回

　

原
発
事
故
の
あ
と
、
殺
さ
れ
て

も
決
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
の

な
い
南
相
馬
や
浪
江
町
の
イ
ノ
シ

シ
た
ち
。
い
ま
だ
除
染
が
進
ま
な

い
野
山
に
は「
高
濃
度
汚
染
、
立
ち

入
り
禁
止
区
域
」で
あ
る
こ
と
を
示

す
無
情
な
ロ
ー
プ
。
で
も
、
そ
の

ロ
ー
プ
が
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人

間
以
外
に
は
絶
対
に
伝
わ
ら
な
い
。

　

今
回
は
こ
の『
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
ヒ
ト
か
ら
動

物
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
人
か
ら
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
考
え

ま
ー
す
。

人
か
ら
動
物
へ

　
人
間
以
外
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

わ
ら
な
い
福
島
の
ロ
ー
プ
み
て
い

て
ふ
と
思
っ
た
。

　
獣
害
対
策
っ
て
野
生
の
動
物
た

ち
に『
こ
こ
は
あ
な
た
た
ち
の
来

る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
』
っ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
さ
え
伝
え
れ
ば
い
い
だ
け

だ
っ
て
。

　
例
え
ば
舗
装
道
路
っ
て
モ
ン
シ

ロ
チ
ョ
ウ
に「
い
く
ら
探
し
て
も

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
は

な
い
よ
」
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信

し
て
る
し
、
た
め
池
は
カ
エ
ル
や

ト
ン
ボ
に「
こ
こ
に
卵
を
産
め
ば

子
供
が
育
つ
よ
」
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
送
っ
て
る
。
柵
を
設
置
し
て
も

突
破
さ
れ
る
っ
て
い
う
の
は
動
物

に
来
る
な
、
入
る
な
、
っ
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
損
ね
た
柵
っ
て
こ

と
な
の
ね
。

　
獣
害
対
策
っ
て
な
ん
の
た
め
に

や
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
農

作
物
や
集
落
を
獣
か
ら
守
る
た
め

な
ん
だ
け
ど
、
結
局
は
動
物
に
来

る
な
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
わ
ら
な

き
ゃ
、
い
く
ら
お
金
や
手
間
暇
か

け
て
も
意
味
な
い
っ
て
こ
と
。

負
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
毎
号
毎
号
、
繰
り
返
し
使
っ
て

き
た『
餌
付
け
』
っ
て
こ
と
ば
思

い
出
し
て
。
獣
害
、
獣
害
っ
て
い

う
け
ど
悪
い
の
は
獣
じ
ゃ
な
く
て

あ
な
た
が
自
分
で
動
物
を
餌
付
け

し
た
結
果
が
獣
害
だ
っ
た
っ
て

話
。

　

そ
れ
っ
て
結
局
、「
ほ
ら
ほ
ら

人
間
が
採
ら
な
い
カ
キ
や
ビ
ワ
の

実
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
、
庭
の
ツ
ツ

ジ
も
手
入
れ
し
な
い
か
ら
こ
ん

も
り
茂
っ
て
潜
み
場
に
使
え
る

よ
」
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
な
た

が
自
分
で
発
信
し
続
け
て
る
っ
て

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

あ
な
た
の
設
置
し
た
柵
に
し

ろ
、行
政
が
設
置
し
た
柵
に
し
ろ
、

効
か
な
い
柵
は
結
局
は「
柵
さ
え

探
せ
ば
餌
食
え
る
よ
」
っ
て
負
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
し
て
る
だ
け
か

も
で
す
。

　
10
月
に
刈
払
い
機
を
使
っ
て
冬

だ
と
い
う
の
に
あ
な
た
が
の
り
面

に
青
々
と
茂
ら
せ
て
し
ま
っ
た
ハ

コ
ベ
や
ク
ロ
ー
バ
な
ど
の
春
草

は
、「
オ
ラ
オ
ラ
、
山
で
ひ
も
じ

い
思
い
す
る
よ
り
集
落
に
住
ん
だ

方
が
よ
ほ
ど
快
適
だ
よ
ー
」
っ
て

強
烈
な
負
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
べ
。

正
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

収
穫
で
き
な
い
く
ら
い
高
く

茂
っ
た
カ
キ
の
木
を
バ
ッ
サ
リ

切
っ
て
、
な
っ
た
果
実
は
全
部
収

穫
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
れ

は
人
か
ら
動
物
へ
の「
あ
ん
た
た

ち
に
食
わ
す
カ
キ
な
ん
て
残
っ
て

な
い
よ
」っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　
稲
刈
り
済
ん
だ
後
も
電
柵
の
電

気
通
し
て
お
く
の
は
、「
田
ん
ぼ

で
レ
ン
ゲ
食
う
の
も
、
風
呂
代
わ

り
の
ヌ
タ
う
ち
す
る
の
も
、
近
道

と
し
て
田
ん
ぼ
突
っ
切
る
の
も
禁

止
、
お
前
の
来
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
ね

え
よ
」
っ
て
い
う
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
へ
の
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　

鬱う
っ

蒼そ
う

と
茂
っ
て
し
ま
っ
た
庭

木
、
毎
日
垂
れ
枝
少
し
ず
つ
チ
ョ

キ
チ
ョ
キ
切
っ
た
り
、
納
屋
の
奥

に
山
積
み
の
不
要
物
少
し
ず
つ
で

も
処
分
し
て
い
く
っ
て
い
う
の
も

「
家
の
周
り
は
安
心
で
き
る
ひ
そ

み
場
、な
く
な
っ
て
き
た
で
し
ょ
、

そ
ろ
そ
ろ
ど
こ
か
へ
引
っ
越
し
し

ん
さ
い
。」
っ
て
い
う
テ
ン
、
イ

タ
チ
、
ア
ナ
グ
マ
、
タ
ヌ
キ
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。

人
か
ら
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

動
物
と
人
間
の
一
番
の
違
い

は
、動
物
は
身
軽
、人
間
は
身
重
。

動
物
は
ヤ
バ
イ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ

に
逃
げ
た
り
隠
れ
た
り
、
危
険
と

感
じ
た
ら
す
ぐ
引
っ
越
す
し
、
食

え
な
い
と
わ
か
っ
た
ら
来
な
い
。

　
人
は
考
え
る
、
い
ろ
ん
な
も
の

作
り
だ
す
、
家
を
つ
く
る
、
田
畑

を
作
る
、
社
会
を
つ
く
る
、
地
域
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徳
満
さ
ん
か
ら
も
山
下
さ
ん
か

ら
も
、
地
域
で
獣
害
な
ん
と
か
し

た
い
っ
て
思
い
が
ひ
し
ひ
し
。
曲

集
落
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
拠
点
に

な
り
そ
う
な
予
感
む
く
む
く
。

（
P7
の
ま
ち
の
話
題
関
連
記
事
も

ご
覧
く
だ
さ
い
）

1949年、奈良県出身。1949年、奈良県出身。
愛媛大学大学院農学研究科修士課程修了、京都大学博士（農学）。愛媛大学大学院農学研究科修士課程修了、京都大学博士（農学）。
元 農研機構 近畿中国四国農業研究センター 鳥獣害研究チーム長。元 農研機構 近畿中国四国農業研究センター 鳥獣害研究チーム長。
退職後、同センター専門員。宮崎県、熊本県、広島県、静岡県など退職後、同センター専門員。宮崎県、熊本県、広島県、静岡県など
でアドバイザーとして継続的に活動。でアドバイザーとして継続的に活動。
著書に、『これならできる獣害対策』『山の畑をサルから守る』『山と著書に、『これならできる獣害対策』『山の畑をサルから守る』『山と
田畑をシカから守る』『60歳からの防除作業便利帳』『ハダニ』『女性田畑をシカから守る』『60歳からの防除作業便利帳』『ハダニ』『女性
がすればずんずん進む獣害対策』（いずれも農文協）など多数。がすればずんずん進む獣害対策』（いずれも農文協）など多数。

井井
いのいの

上上
うえうえ

    雅雅
まさまさ

央央
てるてる

 氏 氏
講師
紹介

曲
集
落
に
楽
し
み
の
予
感

　
と
こ
ろ
で
大
崎
町
の
曲
集
落
っ

て
ご
存
知
か
し
ら
？

　
今
年
か
ら
大
崎
町
で
始
ま
っ
た

県
主
催
の
獣
害
対
策
講
習
会
。
何

か
と
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て

る
町
役
場
に
相
談
し
た
。

　
せ
っ
か
く
大
崎
町
で
研
修
や
る

ん
だ
か
ら
、
受
講
生
が
自
由
に
実

習
で
き
る
畑
、
快
く
お
貸
し
い
た

だ
け
る
方
い
な
い
か
し
ら
っ
て
？

早
速
笑
顔
の
す
て
き
な
前
公
民
館

長
の
徳
満
義
朗
さ
ん
が
一
肌
脱
い

で
い
い
方
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。

「
う
ち
の
畑
、
電
気
柵
を
設
置
す

る
実
習
と
か
好
き
に
使
っ
て
く
れ

て
い
い
よ
、
他
の
人
の
参
考
に
な

る
な
ら
展
示
し
た
ま
ま
で
も
い

い
」
っ
て
言
っ
て
下
さ
っ
た
の
は

山
下
睦
男
さ
ん
。
実
習
に
は
近
所

の
お
ば
さ
ん
た
ち
に
も
声
か
け
し

て
く
れ
た
。

　

初
回
、
電
気
柵
設
置
実
習
終

わ
っ
た
あ
と
、「
ア
ッ
畑
の
横
の
灌

木
と
か
大
き
な
ソ
テ
ツ
、
動
物
の

潜
み
場
に
な
る
ん
で
す
よ
！
」
っ

て
話
し
て
帰
っ
た
。
２
回
目
は
収

穫
し
や
す
い
ウ
メ
や
カ
キ
へ
の
樹

形
改
善
実
習
。

　
ア
ッ
、
畑
の
ひ
そ
み
場
消
え
て

る
ー
、
さ
っ
そ
く
切
っ
て
く
れ
て

る
！

を
便
利
に
す
る
、
生
活
を
快
適
に

す
る
っ
て
動
物
に
で
き
な
い
様
々

な
こ
と
さ
ん
ざ
ん
や
っ
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
衣
服
が
な
い
と
、

家
が
な
い
と
、
水
道
が
な
い
と
、

電
気
が
な
い
と
、
ト
イ
レ
が
な
い

と
、
暖
房
が
な
い
と
生
活
で
き
な

い
ド
ー
ブ
ツ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

イ
ノ
シ
シ
で
る
か
ら
っ
て
簡
単
に

田
畑
動
か
せ
な
い
、
柵
作
る
に
は

あ
れ
も
要
る
、
こ
れ
も
買
わ
な
く

ち
ゃ
っ
て
思
う
、
す
ぐ
に
自
分
で

や
れ
ば
す
む
こ
と
で
も
、
行
政
に

や
ら
せ
よ
う
な
ん
て
考
え
る
。

　
実
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ

て
も
な
か
な
か
行
動
を
起
こ
さ
な

い
の
が
人
間
。
理
論
や
方
法
を
説

明
し
て
も
な
か
な
か
納
得
し
な

い
、
納
得
は
し
て
も
動
か
な
い
っ

て
困
っ
た
動
物
。

　
「
と
り
あ
え
ず
文
章
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
け
で
も
送
る
か
、
読
ん

で
く
れ
た
人
の
中
で
一
人
で
も
二

人
で
も
何
か
や
り
始
め
て
く
れ
る

人
い
れ
ば
い
い
か
ぁ
」
っ
て
引
き

受
け
て
る
の
が
こ
の
連
載
。

　
と
こ
ろ
が
、
速
攻
で
相
手
を
動

か
す
雅
ね
え
も
真
っ
青
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
発
信
し
続
け
て
る
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
が
い
る
。

あ
ん
た
も
や
り
ん
さ
い

　
島
根
県
美
郷
町
吾
郷
地
区
婦
人

会
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
。

　
舞
台
は
15
年
来
獣
害
対
策
の
実

践
学
習
を
続
け
て
る
元
耕
作
放
棄

園
、
名
付
け
て
青
空
サ
ロ
ン
。「
悪

い
の
は
動
物
じ
ゃ
な
く
て
餌
付
け

し
て
る
畑
、
畑
変
え
な
き
ゃ
被
害

は
と
ま
ら
ん
、
カ
キ
も
キ
ウ
イ
も

ミ
カ
ン
も
こ
ん
な
風
に
仕
立
て
た

ら
柵
か
ら
は
み
出
さ
ん
し
脚
立
も

要
ら
ん
、
こ
れ
は
獣
害
に
強
い

カ
ボ
チ
ャ
と
ナ
ス
の
仕
立
て
方
、

ア
ッ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
こ
う
や
っ

て
植
え
れ
ば
サ
ル
も
イ
ノ
シ
シ
も

芋
は
食
え
ん
、
こ
の
柵
な
ん
て
ほ

と
ん
ど
そ
こ
い
ら
へ
ん
で
集
め
た

廃
材
で
作
っ
と
る
け
ど
、
理
に
か

な
っ
た
立
て
方
し
た
ら
よ
う
効
い

と
る
、
私
は
も
う
80
歳
じ
ゃ
け
ど

毎
日
畑
が
楽
し
い
」
っ
て
笑
顔
で

説
明
し
て
る
。

　
目
の
前
の
柵
と
実
際
に
守
っ
て

る
果
樹
や
野
菜
の
実
物
が
強
烈
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
送
っ
て
る
。

　
視
察
仕
掛
け
人
の
行
政
担
当
者

か
ら「
み
ん
な
、
帰
り
の
バ
ス
の

中
で
、自
分
た
ち
も
あ
れ
や
ろ
う
、

こ
れ
も
や
ろ
う
っ
て
、
そ
り
ゃ
あ

も
う
、
盛
り
上
が
っ
て
、
帰
っ
た

ら
早
速
始
め
る
そ
う
で
す
」
っ
て

な
ん
と
い
う
即
効
性
。

次回のテーマは

『曲集落の夢』だ
よ～
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企
画
調
整
課

税
務
課

総
務
課

住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

農
林
振
興
課

－おおさきInformation－
企画調整課 企画政策係
☎476-1111（221・222）

問恋活イベントの参加者を募集します！

企画調整課 企画政策係
☎476-1111（221・222）

問５町合同婚活イベントを開催します

■「大隅de縁結び」を開催します！

　大隅５町婚活連絡協議会（大崎町、東串良町、肝付町、錦江町、南大隅町）主催の合同婚活イベ
ントを開催します。イチゴ狩りやティヌカーラ鹿屋の素敵な空間とお料理を楽しみながら、出会
いの場を提供します。

【日　　時】　令和２年３月15日（日）　9：30 受付開始　10：00 ～ 15：00（予定）
【開催場所】　ティヌカーラ鹿屋　住所：鹿屋市札元2-3687-5　☎：0994-40-5050
【対 象 者】　�概ね25歳～ 50歳　独身男女各35名 

※�男性は大崎町、東串良町、肝付町、錦江町、�
南大隅町在住者各７名ずつとします。

【参加費用】　3,000円（税込）
【申込期間】　�令和２年２月28日（金）まで 

※�先着順に受付、定員になり次第、�
締め切ります。

【申 込 先】　�郵送、FAX、電話による受付 
（申込用紙は、大崎町HPからもダウンロード 
できます。） 
男性の申込先：大崎町役場企画調整課 
女性の申込先：ティヌカーラ鹿屋

【お問い合わせ先】

　役場　企画調整課　☎ 099-476-1111（内線222）
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企
画
調
整
課

税
務
課

総
務
課

住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

農
林
振
興
課

まちからの大切なお知らせ

企画調整課 商工振興係
☎476-1111（228・229）

問うそ電話詐欺にご注意を！

　県内でうそ電話詐欺の被害が増加しています。うそ電話詐欺とは、面識のない不特定の者に対し、
電話・はがき・メールなどの手段を用いて、口座への振込や宅配便、電子マネーなどで送金させ、
現金をだまし取る詐欺をいいます。
　親族を装う従来の「オレオレ型」に加え、複数で役割分担する「劇場型」、暗証番号とともにキャッ
シュカードをだまし取る「カードすり替え型」など手口は巧妙化しています。

　鹿児島市では、警察官をかたる男から「あなたの口座がリストに載っている。キャッシュカード
を確認させてほしい」と電話があり、その後自宅を訪れた男に、カード数枚を入れた封筒を他のカー
ドが入った別の封筒にすり替えられたという事件が発生しました。すぐに警察へ通報し容疑者逮
捕につながったものの、現金は引き出された後でした。
　県内でも、詐欺につながる不審電話や、訴訟の取り下げ名目の通知をよそおい現金をだまし取
るはがきが届く事案が急増しています。コンビニなどで少額の電子マネーを購入・送金させる手口
が特に多いようです。怪しいと感じたら、下記相談窓口へご相談ください。

【お問い合わせ先】
◇大崎町役場　企画調整課商工振興係内　消費生活相談窓口
　☎ 099-476-1111（内線 228・229）　メール：mati@town.kagoshima-osaki.lg.jp
◇消費者ホットライン（局番なし３桁）　☎ １８８（いやや！）　◇警察総合相談　☎ ＃９１１０

主なうそ電話詐欺の手口

オレオレ型・劇場型 親族を装う。複数で役割分担も

カードすり替え型 キャッシュカードと暗証番号をだまし取る

架空請求型 はがきやメールなどを無差別に送り、うそ電話詐欺へ誘導する

税務課　固定資産税係
☎476-1111（117・118）

問九州・沖縄地区相続登記相談会のお知らせ

　「未来につなぐ相続登記」プロジェクト（構成員：鹿児島地方法務局、鹿児島県司法書士会、鹿児
島土地家屋調査士会）では、遺言や相続に関する不動産の登記手続、相続に関連する建物滅失登記、
土地分筆登記等に関する無料の相談会を開催します。

日　時：�令和２年２月２日（日） 
午前10時～午後３時 
定員50組　相談時間30分（予約優先）

場　所：�鹿児島地方法務局 
（鹿児島市鴨池新町１番２号）

予約・お問い合わせ
　【鹿児島地方法務局】　 ☎ ：099-259-0682
　　　　　　　　　　　FAX：099-286-0979

■相談内容
　・相続・遺言に関する問題
　・相続に関する建物滅失や土地分筆登記
　・法定相続情報証明
　※�相談は無料で、司法書士、土地家屋調査士及
び法務局職員がお受けいたします。
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企
画
調
整
課

税
務
課

総
務
課

住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

農
林
振
興
課

－おおさきInformation－
税務課 町民税係
☎476-1111（115・116）

問町県民税申告日程についてのお知らせ

受付時間：午前９時から午後３時まで
地区名 期　日 申告会場 該当集落

立小野地区 ２月７日（金） 立小野ふれあい館 曲　上立小野　下立小野

野方地区

２月８日（土）２月８日（土）

野方農村
環境改善センター

中谷　福岡　加治木堀　塗木　若松　
宮下　岡　岡之下　倉元　東中小路　
中小路　西谷　佐土原　横内　
野方ジャパン　角堂  中村1  中村2  中村3
集落未加入者(野方地区)

２月９日（日）２月９日（日）

東水之谷　篠段　池段　下水之谷　
中水之谷　上水之谷　籠谷　東川　
上別府　馬場下　松之尾　立山　
東中組　南中組　桜野　釜ヶ宇都　
松ヶ鼻　東中村　中組　野方学校区　

菱田地区 ２月16日（日）２月16日（日） 菱田農村
環境改善センター

高尾　正坂　諏訪下　上町　横町　
上住　東新町　仲町　西新町　皐月　
地応寺　押切　天園　在郷　岡下
宇都口　四塚　菱田住宅　ひばりヶ丘

中沖地区 ２月23日（日） 中沖地区公民分館
西平良　平良上　中沖西　西四塚　
中沖南　赤松　正和　中沖東　中沖中　
中沖東上

大崎地区

２月17日（月）

中央公民館
会議室（１階）

西迫　町東　町西　文化通　中央通
旭ヶ丘　西神領　飯隈　飯隈上　
神領町　天子ヶ丘　上郷　中郷
迫郷　下益丸　シャルム文化通

２月18日（火） 堂地　田中　西井俣　平良　小能
高井田　集落未加入者(大崎地区)

２月19日（水）

仮宿上　仮宿下　上仮宿　丸尾　
馬場上　馬場　城内　上三文字　
下三文字　西三文字　宮之馬場
なのはなタウン

２月20日（木） 档ヶ山　上谷迫　中谷迫　下谷迫　崎園

２月21日（金） 牧　宮園　牧之内　木入道　船迫
中段　新調堀

大丸地区 ３月１日（日） 大丸地区農業
構造改善センター

栫谷１　栫谷２　栫岡　東干草　西干草　
柳別府　下村　鷲塚　上鷲塚　中尾　
新地　大丸　山村　浜田　栗之峰　後迫　
穂園　弁付

持留地区 ３月８日（日） 持留地区農業
構造改善センター

黒石　大佐土原　上持留　中持留　
下持留　西持留　下原　岡別府　永吉

　※�当日都合が悪いときは、都合のつく申告会場か、平日は大崎町中央公民館の会議室（１階）で２月10日から３
月16日まで受付会場を設けております。（ただし、３月16日のみ確定申告の受付は午前中までとなります。）

【お問い合わせ先】

　大崎町役場　税務課（町民税係）　☎ 476-1111（114・115・116）
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まちからの大切なお知らせ

総務課 行政係
☎476-1111（211）

問マイナンバーについてのお知らせ
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－おおさきInformation－

住民環境課　窓口係
☎476-1111（163・125）

問マイナンバーカードを取得しましょう！

■マイナンバーカード（個人番号カード）の申請をお手伝いします

　大崎町では、マイナンバーカード（個人番号カード）の発行を希望する人を対象に、マイナポー
タル用パソコンを利用して写真撮影を行い、マイナンバーカードの申請のお手伝いを無料で行っ
ています。
　申請のお手伝いを希望される方は、身分証、または、「通知カード」と一緒に届けられた「個人番
号カード交付申請書」を持参ください。
　※�「個人番号カード交付申請書」が無い場合は、申請書を役場で作成しますので、お問い合わせください。マイ
ナンバー制度やマイナンバーカードについての相談も受付けていますので、気軽に大崎町役場の住民環境課窓
口（１階）または、野方支所までご相談ください。

総務課 行政係
☎476-1111（211）

問みんな入ろう！自治公民館 No.2

■自治公民館 楽しい活動の紹介

　自治公民館では、様々な活動を行っており、地域によって特色ある活動を行っているところも
あります。このコーナーでは、その一部を紹介します。

【 奉納相撲 ～木入道自治公民館～ 】
　木入道自治公民館では、伝統ある奉納相撲を行っ
ています。今年は、10月20日（日）に行い木入道公民
館に土を盛って固めた手作りの土俵を作り、木入道
に住む子どもたちが元気いっぱい相撲を取りました。
　また、他の地域からも子どもたちが相撲大会に参
加し、大変盛り上がったそうです。この日は、自主
防災事業の災害訓練も行い、炊き出しで作ったおに
ぎりや豚汁を食べながら、子どもは相撲、大人は飲
み会と楽しい一日になりました。公民館長の竹之上信正さんは、「若い人や子どもが少なくなって
さみしいが、楽しいイベントで地域が元気になっていってほしい。」と話していました。
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まちからの大切なお知らせ

住民環境課 年金係
☎476-1111（126）

問新成人の皆さんへ 20歳になったら国民年金

　ご成人おめでとうございます。新しい門出を心からお喜び申し上げます。
　さて国民年金制度は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡く
なったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　20歳になった方には、日本年金機構から、概ね２週間以内に『国民年金加入のお知らせ』が送付
されます。※厚生年金または共済年金に加入している方を除きます。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。

■国民年金のポイント

□将来の大きな支えになります
　�　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　�　令和元年度の定額国民年金保険料は、月額16,410円です。また、口座振替や現金での前納を

することで割引の制度もありますのでお気軽にお問い合わせください。
　�　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障され

ます。

□老後のためだけのものではありません
　　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　�　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死

亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取
れます。

■「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

□「学生納付特例制度」
　�　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の

所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

　�　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、
大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）、
一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

□「納付猶予制度」
　�　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

　　　  【申請及び問い合わせ先】　�鹿屋年金事務所　　  ☎ 0994-42-5121�
住民環境課 年金係　☎ 099-476-1111（126）
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－おおさきInformation－
保健福祉課 介護福祉係
☎476-1111（141・142）

問みんなで支える介護保険

保健福祉課 介護福祉係
☎476-1111（142・143）

問町健康運動普及推進員18名が誕生しました！

　７月１日から９回にわたり、第６回大崎町健康運動普及推進員養成講座が開催され、12月２日
に町長から修了証書と委嘱状の交付が行われ、新たに18名の健康運動普及推進員が誕生しました。
　健康運動普及推進員は、町民の日常生活の中に運動習慣が定着するよう普及することによって、
寝たきり・認知症・生活習慣病等を予防するためにマスターズプロジェクトやころばん体操などの
活動を支援しています。
　受講生代表の黒丸正昭さんは、「養成講座で学んだことを生かし、ボランティア活動を通して、
地域の皆さんを元気にしていきたい」と挨拶されました。
　今後は、今回加わった18名と合わせて29名で活動する予定です。

■障害者控除について
　確定申告をされる方で、介護保険の要介護認定（要介護１以上の認定）を受けている方、または
扶養家族で介護保険の要介護認定（要介護１以上の認定）を受けている家族のいる方については、

『障害者控除』の対象になりますので、保健福祉課介護福祉係の窓口で『障害者控除対象者認定書』
の申請をお願いします。
　なお、申請書類をもとに調査を行いますので、認定書については後日郵送で交付いたします。

（窓口では申請書の提出のみとなります）
※�障害者控除対象者の認定は、原則として12月31日における現況により判断するものとなるため、交付は１月以
降になります。

■障害者控除の判断基準

要介護状態区分 認定区分
控除額

所得税 住民税

要介護１～要介護２ 障害者に準ずる 27万円 26万円

要介護３～要介護５ 特別障害者に準ずる 40万円 30万円

認定されると・・・
所得税や住民税の控除が受けられます！

（要支援１～２の方は対象外） 要介護認定を
受けている方は
申請しましょう！

假水　藤子　　（大丸） 西堂　理恵子　（大崎）
中尾　保　　　（大丸） 稻留　淳子　　（大崎）
山下　田鶴子　（野方） 中西　富美　　（大崎）
中山　頼子　　（持留） 寺園　サエ子　（大丸）
德永　ミヨ子　（持留） 田口　久美子　（大丸）
川畑　千明　　（大崎） 笠木　幸子　　（大崎）
藤元　幸次　　（菱田） 竹本　リツ子　（野方）
德満　紀美子　（野方） 原口　悦子　　（菱田）
黒丸　正昭　　（持留） 山下　隆男　　（野方）

【６期生名簿】（小学校区）
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まちからの大切なお知らせ

保健福祉課 社会福祉係
☎476-1111（140・146）

問福祉の相談は地域の民生委員・児童委員へ！

　民生委員・児童委員は、民生委員法・児童福祉法に基づく非常勤の地方公務員で、地域住民の福
祉向上のために積極的に活動しています。
　主な仕事は、暮らしに困っている人や心身障がい者、高齢者、児童、ひとり親家庭などの相談
や援助に関することで、その活動についてはボランティア精神に基づいて行っています。
　また、内容に応じて、町保健福祉課、社会福祉協議会、地域包括センター等と連携し、適切に
対応いたします。個人の秘密は固く守りますので、お困りの方はお気軽に地域の民生委員・児童委
員にご相談ください。
　地域の担当民生委員・児童委員は次のとおりです。なお、令和元年12月の一斉改選で、新たに
12名の方が委嘱されました。

番号 氏　　名 担当区域（自治公民館）

1 山王　達夫 下原・西持留・永吉

2 原田　義美 中持留・下持留下通り

3 岡留　幸子 下持留上通り・岡別府

4 南　　陽子 上仮宿・仮宿下

5 諸木　春子 仮宿上

6 吉元　利子 丸尾・馬場上・馬場・城内

7 三浦あや子
上、下、西三文字・中央通
吹切住宅・なのはなタウン

8 石川三惠子 西迫・宮之馬場・旭ヶ丘

9 松﨑　義明
町西・町東・文化通・シャルム
文化通

10 中﨑　信夫 上、中、下谷迫・档ヶ山

11 安田　善種 牧・宮園・崎園

12 東牧嘉久藏 牧之内・木入道

13 西北とも子 船迫・中段・新調堀

14 藤井芙佐子 飯隈・飯隈上

15 内村　正子 下益丸・迫郷・中郷・上郷

16 大村　重孝
西神領・神領町・堂地
天子ヶ丘

17 神田　博臣 田中・平良・小能

18 池尾　忠男 西井俣・高井田

19 中倉　和代 栫岡・栫谷・東、西千草

20 上村　吉男 鷲塚・上鷲塚・下村・柳別府

21 鷲東　早苗 中尾・大丸・新地・山村

22 假水トシ子 栗之峰・浜田

23 諸木ノリ子 穂園・後迫・弁付

24 坂元千津子 高尾・正坂・ひばりヶ丘

番号 氏　　名 担当区域（自治公民館）

25 肱岡　俊郎 諏訪下・上町・菱田住宅

26 前田　住男
東、西新町・皐月・仲町・
旧浜ヶ原

27 長重百合子 地応寺・天園・在郷

28 八木まり子 横町・上住・押切

29 大野　達夫 正和・赤松・中沖東・中沖東上

30 高辻　　満 中沖中

31 中村　幸一
中沖南・平良上・西平良・中沖
西

32 中島とよ子
岡下・宇都口・四塚・西四塚・
旧中四塚

33 岡元　　寛 横内・上持留・黒石

34 谷口　とめ
佐土原・西谷・中小路・岡之下・
岡・宮下・東中小路

35 野村　数秋 中村１区・中村３区・中組

36 山下　海征 中村２区・学校区・角堂・倉元

37 村岡　友美
篠段・池段・釜ヶ宇都・桜野・
大佐土原

38 佐土原正治
立山・南中組・松ヶ鼻・東中組・
東中村

39 上中サダ子 加治木堀・塗木・中谷・福岡

40 原田　秀雄 上別府・馬場下・松之尾・東川

41 春田　洋子
上、中、下、東水之谷・籠谷・
若松

42 德満　義朗 上、下立小野・曲

43 領家美和子 主任児童委員
（大崎中・中沖小・菱田小学校区）

44 堂園　隆二 主任児童委員
（大崎中・野方小・持留小学校区）

45 枦山　重子 主任児童委員
（大崎中・大崎小・大丸小学校区）

【大崎町民生委員・児童委員協議会委員名簿】 新任の方々
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－おおさきInformation－
保健福祉課 
児童福祉係　障害福祉係
☎476-1111（144・145）（137・138）

問パブリックコメントを実施します

　現在、町では、『第２期大崎町子ども・子育て支援事業計画』及び『大崎町自殺対策計画』を策定中
です。これに伴い住民の皆さまのニーズを十分に踏まえながら多様な意見を反映させるため、以
下のとおりパブリックコメントを実施いたします。

【募 集 期 間】　令和２年１月15日（水）から１月31日（金）まで
【意見募集対象】　�第２期大崎町子ども・子育て支援事業計画 

大崎町自殺対策計画
【閲 覧 場 所】　役場本庁１階情報公開コーナー・野方支所・町HP
【意見提出方法】　�所定の様式を電子メール、郵送、直接窓口のい

ずれかの方法で保健福祉課へ提出
　　　　　　　　※�様式は閲覧場所に設置してあります。また、町HPからも入手できます。

【意見提出期限】　令和２年１月31日（金）17：00必着
【留 意 事 項】　�氏名などを公表はしませんが、学識経験者や専門家にあっては、了承を得たう

えで氏名または、団体名を公表する場合があります。なお、意見に対する個別
の回答は、いたしかねますので、あらかじめ御了承ください。

大崎町地域包括支援センター
☎471-7828

問大崎町地域包括支援センターだより　

●暮らしのコンシェルジュ
　当センターは、高齢者の暮らしについて様々な相談や要望に応える「よろず相談窓口」です。暮
らしのコンシェルジュに、寄せられるご相談と対応を紹介します。
　今月は「介護保険のしくみ」を取り上げてみたいと思います。

●相談内容…�介護保険とはどんな保険ですか。どんな人がサービスを受けられますか、よく分か
らないので教えてください。

●対 応 策…介護保険のしくみについて説明します。

　◆�介護保険は、みなさんがいつまでも安心して暮らせるようにするための制度です。40歳以上
の方が加入者として保険料を出し合い、介護を必要とする方がサービスを利用できるしくみ
になっています。

　◆介護保険の被保険者は、 年齢で２つに分けられます。

65歳以上の方（第1号被保険者）
　介護サービスを利用できるのは…

介護が必要と認定された方です。
（病気やけがなど介護が必要になった原因にか
かわらず、介護サービスの対象となります）

医療保険に加入している（医療保険証を持っている方）

40 ～ 64歳の方（第2号被保険者）
　介護サービスを利用できるのは…

老化が原因とされる病気（特定疾病）
により介護が必要と認定された方です。

※特定疾病：がん、関節リウマチ、パーキンソン病など（合わせて16種類）

広報おおさき 令和２年１月号　20



企
画
調
整
課

税
務
課

総
務
課

住
民
環
境
課

保
健
福
祉
課

大
崎
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

農
林
振
興
課

まちからの大切なお知らせ

農林振興課 営農指導係
☎476-1111（513）

問農林振興課 営農指導係からのお知らせ

　１　主な作業体系

月

旬 上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

作業

　２　作業の要点

ほ場の
選定

土壌消毒

土づくり

畝立・
施肥

定植

中耕･
培土

収穫

貯蔵

（令和元年10月作成）

原料用さつまいも種いもほ場管理指針

健全な種いもを確保し，単収アップをめざしましょう！

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○：土壌消毒　　　：堆肥散布，ガス抜き耕耘　　　　　：定植　　　　　：種いも収穫　　　：種いも貯蔵

主な内容と作業の要点

・pH６以下で排水の良いほ場を選ぶ。

・バスアミド微粒剤等で全面消毒する。散布・土壌混和後に鎮圧する。

・土壌消毒剤散布後30～40日後に，完熟した牛ふん堆肥を１ｔ／10a散布する。
・堆肥散布後に，土壌消毒のガス抜きを兼ねて耕耘を行う。

・定植直前に無マルチで畝立てする。
・裸地のため雑草が発生しやすく，トレファノサイド乳剤等除草剤を利用する。
・施肥は通常の８割程度（Ｎ：Ｐ：Ｋ＝６：９：１８kg/10a）とする。

・６月下旬～７月上旬にバイオ苗から増殖した苗を10a当たり3,000株定植する。
　例：畦幅90cm×株間35cm，畦幅100cm×株間33ｃｍ，畦幅110cm×株間30cm

・生育初期に中耕による除草及び培土を行う。
・必要に応じて，培土時に追肥を行う。
・培土後は必要に応じて除草剤による畦間除草を行う。

・腐敗や萌芽を防ぐため，気温が15℃程度に下がる10月下～11月上旬に収穫する。
・収穫は，畑が乾いている晴天日に，種いもに傷をつけないように丁寧に行う。

・収穫後は倉庫等で風乾し，貯蔵庫に搬入する。
・貯蔵庫は，温度13～15℃，湿度80～90％に保ち，貯蔵する。

肝属・曽於地区さつまいも・でん粉対策協議会

畝立･施肥 中耕･培土，追肥

耕耘･除草

 さつまいも土壌病害（基腐病など）の防除対策
基腐病の特徴・見分け方など https://ux.nu/0V1zz
○基腐病の見分け方 さつまいも関係資料

 ←成り口側 しっぽ側→　

○基腐病の特徴

 　・はじめ，地際部の茎及び塊根の茎に近い部分が黒色～暗褐色に腐敗する。

　・被害が進行すると，茎の上部及び塊根全体に腐敗が拡がり，乾燥して硬くなり，やがて

　　株が枯死する。

 　・線虫等の食害などによる傷により病原菌の侵入が助長される。

　・病原菌は植物残さ上で越冬し，翌年の伝染源となる。

防除対策

　１　発病した株（つるや塊根）は抜き取り，ほ場や周辺に残さないようにほ場外で処分する。

　２　発病がみられたほ場はイネ科牧草などとの輪作を行い，翌年のさつまいも栽培を控える。

　３　発病がみられたほ場から種いもを取らない。

　４　種いもには腐敗，病害，傷のない健全ないもを使用し，苗の消毒を確実に行う。

　５　苗床の土壌消毒を行う。

　６　植付前には，ほ場の排水対策や土壌消毒を十分行う。

ほ場準備及び管理

　１　残さ腐熟処理による土壌中病原菌の密度低減

　　・病害発生ほ場においては，可能な限り，いも残渣をほ場外へ持ち出す。

　　　持ち出しが困難な場合は，残渣の分解を促進する。

　　・収穫終了後は，速やかに完熟たい肥等の有機物をほ場に投入し，耕耘する

　　　（年内２回を目標に）。

　２　土壌消毒による土壌中病原菌の密度低減

　　・殺菌効果のある剤（クロールピクリン，バスアミド微粒剤等）で土壌消毒を行う。

　　・消毒時は土壌中でのガスの拡散を促すため，適度な土壌水分を確保する。

　　・土壌消毒時は，ガスの飛散防止や土壌消毒効果を向上させるため，

　　①クロールピクリンを使用する場合は，必ずビニール等で被覆する。

　　②バスアミド微粒剤等を使用する場合，必ず鎮圧する。

○土壌消毒剤の特徴一覧

病害 線虫 害虫 雑草

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

× ○ ○ ×Ｄ－Ｄ，テロン等

クロルピクリン

ダゾメット

クロルピクリン＋Ｄ－Ｄ

Ｄ－Ｄ

有効成分 商品名

クロールピクリン等

バスアミド微粒剤等

ソイリーン，ダブルストッパー等

４ 塊根の異常３ 基部の異常２ 葉の異常１ 株全体の異常

生育不良，株の萎縮 葉色の明らかな変色

（紫，赤，黄色）

地際で黒変

（黄色矢印）

成り口から変色

形状は崩れにくい
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世界知る　読書100冊　豊かな心

おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会管理課
☎476-1111（411・412）

問

大崎町立大丸小学校 

 校長 牧口 廣久   教頭 緒方 美保 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 コ

ー
ス 

Ａ 家族全員で 
レ
ベ
ル 

６ １日中 
５ ４時間 

Ｂ 兄弟姉妹だけで ４ ３時間 
３ ２時間 

Ｃ 本人だけで ２ １時間 
１ 食事の時だけ 

【児童数】 ６６名 【５１戸】 
 １年生１３名 ４年生１５名 
 ２年生 ６名 ５年生１０名 
 ３年生１１名 ６年生１１名 

【校訓】 

かしこく やさしく たくましく 
【キャッチフレーズ】 

海と みどりと あいさつの学校 

【学校目標】 
 

心豊かでたくましく，創意と気力にあふれた， 
     実践力のある大丸の子どもの育成 

【学びの習慣化５箇条】 
☆  ｢早寝･早起き･朝ごはん｣の実行 
☆ 家庭で毎日決まった時間の学習 
☆ テレビ･ゲーム･携帯電話等のルールの徹底 
☆ 家庭での読書の時間の充実 
☆ 親子で語る時間の設定 

１ 家庭学習時間のめやす 
    目標時間：１０分×学年＋２０分 
    ※ テレビを見ながら，音楽を聞きながらの「ながら勉強」はしません。 
２ 学習の始めと終わりの時刻 
    「早寝・早起き・朝ごはん」のために，家に帰ったらすぐ始める習慣をつけます。 
３ 家庭学習のポイント 
  ○ 学習する環境が整っているか確認してください。 
    ・ テレビ・音楽は消す。 
    ・ 明るい場所で，学習に集中できるように整然として机に向かわせる。 
  ○  学習に集中させて取り組ませる。 
  ○  まず，宿題に取り組ませる。そのあと自分の決めた学習に取り組む。 
４ お願い 
  ・ ｢早寝・早起き・朝ごはん・履物そろえ｣の取り組みをお願いします。（ＰＴＡ目標との関連） 
  ・ やらなかったことを叱るよりも，頑張ったことを認め励ましてください。 
  ・  確実な見届けをお願いします。 

【ノーメディアデー・家庭学習振返週間】 
 毎月１７日～２３日に設定し実施しています。生活リ
ズムチェックと合わせて週間の中で「ノーメディアタイ

ム」の実施項目等を各家庭でコースを選んで設定し，表

にその結果をまとめ提出します。集計されたものはＰＴ

Ａや学校保健委員会等で資料として配布しています。 

新年度用「家庭学

習の手引き」を絶

賛作成中！ 

 

Vol.１

大大崎崎町町立立野野方方小小学学校校
校長：恐田 正行 教頭：蓑毛 透

「「メメデディィアアココンントトロローールルチチャャレレンンジジ」」 《児童の感想》
学期に１回（年３回），大崎町家庭学習強調週 ・本を読む時間ができた。

間の取組に合わせ，行っています。 ・テレビを消すことで，宿題に集中でき，早
チャレンジ方法は，その時々で，できるコース く済ませることができた。

を各家庭で設定，工夫し取り組みます。 ・宿題をいつもより丁寧に取り組むことがで
－平成２９年度実績－ きた。

第１回目： ６月１７日～ ６月２３日 ・テレビも楽しいけど，読書も楽しかった。
第２回目：１１月２５日～１２月 １日 読書の時間も大切だなと思った。
第３回目： ２月１０日～ ２月１６日

《保護者の感想》
☆かめコース…食事中はテレビを消す。 ・初めてでなかなか慣れなかったが，習慣
☆ねこコース…９時以降はテレビを消し，ゲーム になると会話が増えると思った。

もしない。 ・宿題も早く済み，お手伝いもしてくれた。
☆いぬコース…テレビ，ゲームは１日１時間まで。 ・早く寝ることで，朝スッキリとしていた。
☆ぞうコース…ノーテレビ，ノーゲームデー。 ・中学生の子がテスト勉強に集中して取り
☆我が家コース…家族でルールを決め取り組む。 組むことができ，家族の協力がありがた

く感じた。

【【 校校 訓訓 】】
『『ななかかよよくく』』『『かかししここくく』』『『たたくくままししくく』』

【【キキャャッッチチフフレレーーズズ】】
『『笑笑顔顔輝輝くく野野方方っっ子子

「「歌歌とと 読読書書とと 思思いいややりり」」』』

【児童数】 ７４名 【５１戸】

１年生 １０名・４年生 １０名
２年生 １３名・５年生 １５名
３年生 １３名・６年生 １３名

【【学学校校教教育育目目標標】】
『『ふふるるささとと野野方方にに誇誇りりををももちち，，

自自らら学学びび，，心心豊豊かかででたたくくままししいい子子どどももをを育育成成すするる』』
～～ 自自己己肯肯定定感感をを育育むむ教教育育のの推推進進 ～～

「「我我がが家家のの家家庭庭学学習習ののすすすすめめ」」 （野方小学校ＰＴＡ 母親会員）
わたしには，中学生と小学生の息子がいます。野方小学校でのメディアコントロールチャレンジを

きっかけに，家庭学習への取組が良くなったと感じています。

《家庭学習の家庭内ルール》
☆ 学校から帰宅したら，まず宿題を済ませる。
☆ 学習時間はテレビを消す
☆ 自分の得意なものから始める。 写 真
☆ 苦手なところ，分からないところは，後でゆっく

り時間をかけて取り組む。
☆ ゲームは，１日に１時間まで，宿題とお手伝いを

２つ以上してから。
リビングに集まりそれぞれの課題に取り組む

《保護者の声かけ・工夫等》
☆ 宿題は，少しでも目を通して，丁寧な字が書けていたときは褒めるようにしています。
☆ サインをしてあげることで，喜び，やる気も出るようです。
☆ 宿題の音読とは別に，１日１回本を読むようにしています。本を読んでいるときは，話しかけた

りせずに，見守るようにしています。
☆ 集中できなくなったら，一緒に夕食の支度をしたり，先にお風呂を済ませるように勧めたりしな

がら，それぞれの時間を過ごす工夫をしています。気持ちを切り替えることで，その後も限られた
時間の中で集中し，９時の就寝を目指して取り組んでいるようです。

☆ 時には，中学生の兄に教えてもらうことで，分かり易いと喜んで楽しく取り組めているようです。

このような取組を進めることで，子供たちなりに，テレビやゲームの誘惑に負けず，まずは宿題を
終わらせる習慣を身に付けられるよう努力しているようです。やるべき事を先に済ませ，就寝までの
時間を自分の自由時間として過ごすことができるようになってきました。低学年のうちから取り組む
ことで，学年が上がり，課題が多くなっても，限られた時間の中で有意義な家庭学習に取り組めるよ
うなってくると思います。
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おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育 教育委員会管理課
☎476-1111（411・412）

問

■ 親子でメディアの使い方を話し合いましょう
　大崎町教育委員会では、これまで大崎町PTA連絡協議会、大崎町校長会とともに「子どもを守るた
めの携帯電話・スマートフォン・通信機器等に関する指導方針」を各学校やPTAに示し、「児童生徒に携
帯電話・スマートフォン・通信機器等を所持させない」「やむを得ず所持させる場合は、各家庭の責任
において安全について親子で確認し使用する」という方針について、保護者に指導・啓発しています。
　しかし最近、携帯電話やスマートフォン等を利用したネットトラブルによる事件が大きな社会問題
となっています。そこで、この度、町内の小中学生を対象に緊急調査を行いました。その結果、次の
ことが主な実態として分かりました。

　ネット依存に詳しい心療内科医の増田彰則先生は、先日開催された大崎町学校保健会講演会の中で
「子どもの脳の発達は、子どもを取り巻く情報環境が大きく影響する」「子どもの脳が傷つかずゆっくり
成熟していく環境を整備することは、われわれ大人の責任である」ことを強く訴えていらっしゃいました。
　子どもたちの心身の健やかな成長のため、インターネットをはじめとしたメディアの使い方を、各
家庭でもう一度見直してみましょう。
　なお、冒頭で紹介した指導方針は、本町のホームページにも掲載しています。ぜひご覧ください。

　私の将来の夢は、助産師になることだ。助産師になりたいと思ったのは、赤ちゃんがかわいくて好
きだということもあったが、コウノドリというまん画を読んで、助産師のことを知ったからだ。
　助産師の仕事は、お産の手助けをすることだ。生まれてくる赤ちゃんを最初に抱くことができるな
んて、すばらしい仕事だと思った。助産師について調べてみると、にん婦の健康管理や乳児指導など、
出産の時だけでなく、出産前から出産後まで、母子の健康を守るのが助産師の仕事だということが分
かった。そんなにたくさんのことができるだろうかと少し不安になった。また、赤ちゃんがおなかの
中でなくなって生まれたり、出産後になくなったりすることもあると知り、こわくなった。
　助産師になり出産に立ち会うということは、赤ちゃんの誕生だけではなく、死にも立ち会わなけれ
ばいけないこともあるということだ。その覚ごを持たなくては、助産師にはなれないと思った。
　わたしが読んだ本の中に、自分が生きているのは、ずっと前から「いのちのバトン」が受けつがれて
きたからだと書かれていた。わたしは、助産師になって「いのちのバトン」をわたすお手伝いをしたい
と思う。そして、子どもたちにいのちの大切さを伝えられる助産師になりたい。

『いのちの大切さを
　　　　　伝えられる助産師に』

　　持留小学校　６年　比
ひ

良
ら

　淑
きよら

来No.39

熱い鼓動　風は南から

番号 調　査　内　容 小学生 中学生

１ 自分専用の携帯電話またはスマートフォンをもっている。 20.1% 44.5%

２ 家にはインターネットを利用するときのきまりがない。 27.2% 38.6%

３ 平日に、家でインターネットを１時間以上している。 18.1% 50.1%

４ 平日５時間以上インターネットをしている ８人 ７人
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開館時間	 平日（火～金）   9：30 ～ 18：00

☎476-4251	 土・日・祝日　 9：00 ～ 17：00
休館日：毎週月曜日（※月曜日が祝日の場合は翌日が休館）

一般図書

児童図書

①タイトル
②著者名
③出版社

①タイトル
②著者名
③出版社

図書館図書館へへ行こう行こう
〜図書館のおすすめ本〜

毎月第３日曜日は『ふれあいおはなし会』

お知らせコーナー 新 刊 紹 介
一 般 図 書

いつもあなたがそばにいる 痛快TVスカッとジャパン
クックパッドのおいしいベストレシピ クックパッド株式会社
クリスマスのハンドメイド BOOK ブティック社
人面瘡探偵 中山　七里
西洋絵画のみかた 岡部　昌幸
それでも俺は、妻としたい 足立　紳
中央駅 キム　ヘジン
十津川警部仙山線＜秘境駅＞の少女 西村　京太郎
ひとり旅日和 秋山　滝美
まち 小野寺　史宜

児 童 図 書
明智光秀 河合　敦
おねえちゃんって、すっごくもやもや！ いとう　みく
お願い！フェアリー♥ 23 みずの　まい
ゴロゴロゴロゴロ あき　びんご
災害救助犬じゃがいも 11回の挑戦 山口　常夫
トイ・ストーリ 小学館
はがぬけたに～ フィリケえつこ
へっこきへのた 苅田　澄子
べろべろばあ 新井　洋行
みつけてかぞえてどこどこどうぶつ ガレス・ルーカス

①
か
か

②
宇
佐
見　

り
ん

③
河
出
書
房
新
社

ヤングアダルト（YA）を
御存じですか？

　アメリカで13歳から19歳の世代の人に対し
て使われている言葉で、「若いおとな」という意
味です。
　本には単に知識をひろめ、考える力、想像す
る力を養うだけではなく、毎日の生活を楽しく
豊かにふくらませてくれるエネルギーがありま
す。一冊の本との出会いがきっと、みなさんの
人生に大きな影響をあたえてくれるでしょう。
※�ヤングアダルト出版社「YA(ヤングアダルト)朝の
読書ブックガイド2019」より抜粋

　大崎町立図書館では、親・子読書コーナー
入口の右手側にＹＡコーナーがあります。
　ぜひ、ご利用ください。

①�
わ
た
し
の
わ
ご
む
は

わ
た
さ
な
い

②
ヨ
シ
タ
ケ　

シ
ン
ス
ケ

③�

P
H
P
研
究
所

①�

ノ
ノ
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の

お
は
な
し

②
松
本　

春
野

③
清
流
出
版

①�
30
代
夫
婦
が
建
て
た

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
暮
ら
し

を
楽
し
む
家

③
主
婦
と
生
活
社

①�

J
A
Z
Z　

D
O
G

②
マ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
ト

③
世
界
文
化
社

①�

あ
ら
い
ぐ
ま
の

せ
ん
た
く
も
の

②
大
久
保　

雨
咲

③
童
心
社
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豊かな自然が宝物　みんなで紡ぐ結いのまち
The calendar of the town町のカレンダー

月 火 水 木 金 土 日

1/16
●�つくしんぼ教室 
（親子教室） 
保 10：00 ～ 11：30

●�いきいきクラブ 
老 9:30 ～ 11:30

17 18 19
●�第19回ソフト 

バレーボール大会 
体 9：00 ～

●�ふれあいおはなし会 
図 14:00 ～

20
●�大崎いきいき講座 
中公 10：00 ～

●図書館休館日

21
●�健診結果報告会 
保 8：30 ～ 10：30

●�マスターズプロジェクト 
大 9：15 ～ 11：00

●�育成・成牛せり市  
曽於中央家畜市場 
9:30～

22
●�障害者巡回相談 
保 10:00 ～ 12:00

●�農委定例総会 
共 9:00～

23
●�いきいきクラブ 
老 9:30 ～ 11:30

●�集落ぐるみの鳥獣 
被害対策研修会 
野活 13:30 ～

●�毎月23日は子どもと
いっしょに読書の日 

（ポイント２倍）

24 25 26

27
●図書館休館日

28
●�育児相談 
保 13：15 ～ 14：15

●�マスターズプロジェクト 
老 9:15 ～ 11:00

●�だいまる女性講座 
大 19：00 ～

●�子牛せり市  
曽於中央家畜市場 
9:30～（30日まで）

29
●�CKD予防講演会 
保 19：00 ～ 20：00

30
●�乳児及び産婦健診 
保 12：50 ～ 13：10 

（受付）
●�いきいきクラブ 
老 9:30 ～ 11:30

31 2/1 2

3
●図書館休館日

4
●�CKD栄養教室 
保 9：30 ～ 13：00

●本の宅配

5
●�マスターズプロジェクト 
野活 9：15 ～ 11：00

6
●�いきいきクラブ 
老 9:30 ～ 11:30

7 8 9
●�おおさきチャレンジ

朝市　三文字地区 
城南通り 
8:00 ～ 11:30

●�ウナギたまRUN 
リレーマラソン 
ふ 9：30 ～

10
●図書館休館日

11

建国記念日

12
●�３歳児健診 
保 12：40 ～ 13：00 

（受付）
●�いのちをつなぐ 

巡回相談 
福相室 13:00 ～
16:00

●�マスターズプロジェクト 
持 9：15 ～ 11：00

13
●�いきいきクラブ 
老 9:30 ～ 11:30

14 15
●�町子ども会大会 
中公 9：00 ～

資源ゴミ回収
（第３木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第４木曜日地区）

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合
菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園

砂……�ビーチスポーツ専用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課
野活…�野方地区活性化センター
中沖…中沖地区公民館
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館
大も…大崎ものづくり会館町内の休日在宅医

１月19日 休み

１月26日 休み

２月２日 草野クリニック ☎471-7533

２月９日 休み

【町営住宅空家情報】
●�１月６日現在、空き家は４部
屋あります。（公営３・町営１）�
建設課管理係　�
☎476-1111（154）

【今月の納税】
国民健康保険税…第８期
固定資産税………第４期
水道料

午後７時～翌日午前７時
☎ 0994-45-4119

年中
無休

大隅広域夜間
急病センター

夜間の急患対応 人口と世帯数
令和元年12月末現在　対前月比

■人　口 12,931人（-10）

　　男 6,148人（-6）

　　女 6,783人（-4）

■世帯数 6,695戸（+1）

●出生 8人

●死亡 26人

●転入 67人

●転出 59人
（注）下記日程は変更になることもあります。

資源ゴミ回収
（第１木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第２木曜日地区）

●教育相談　　　毎週火曜日　9:00～16:00
　　　　　　　　中央公民館
●心配ごと相談　毎週水曜日　9:30～15:30
　　　　　　　　老人福祉センター
●図書館休館日　毎週月曜
●行政相談　　　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　　　　　　　　老人福祉センター
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二
見
愚
楽
満

交通事故状況 （  　）内は対前年比
令和元年11月末現在

交通事故発生状況等注意事項

区　分 発生件数 死　 者 傷　者

県　下 4,303（-977） 52（-3） 4,984（-1,201）

大崎町 30（-13） ０（-1） 33（-17）

大崎短歌会 薩摩郷句 兼題『かっとしゅ』

■ 運転中のスマホ等利用に対する罰則が強化されました
　令和元年12月１日から道路交通法の改正により、運転中の
スマホ等の利用に対する罰則が強化されました。改正後の反
則金は大型25,000円、普通18,000円、二輪15,000円、原
付12,000円となっております。反則金だけではなく違反点数
も大幅に引き上げられておりますので、携帯電話での通話や画
面を注視しながらの『ながら運転』は絶対にやめましょう！

詠
草
の　

口
述
筆
記　

頼
み
を
り

　

次
の
言
葉
を　

模
索
し
な
が
ら	

大
和
て
る
み

月が

っ

ぴ日
曜よ

う

び日　

天
候
ま
で
書
く　

歌
ノ
ー
ト

　

ナ
ン
バ
ー
百
二
十
五　

有
為
か
無
為
か	

原
田
葉
子

生
垣
に　

添
っ
て
群
れ
咲
く　

つ
わ
の
花

　

白
蝶
黄
の
蝶　

蜂
も
連
れ
立
ち	

長
重
悦
子

思
い
出
は　

悲
し
み
ば
か
り　

捨
て
て
尚

　

あ
ふ
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夫
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の
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い	

高
瀬
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木も
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散
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果
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と
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色
と
り
ど
り
に	

実
吉
安
林

SDGs推進宣言のまち、大崎町SDGs 17のゴールを説明します！新連載！

不十分な基礎インフラが、産業の
発展や雇用の増加を妨げています。

災害に強いインフラを整備し、技術
研究を支援して、産業の発展や起業
を促していきます。

この目標を達成するために、世界の国々が合意したことは何ですか？
　□　持続可能で災害に強いインフラを整備し、経済成長と人々の暮らしを支援します
　□　資金の提供や技術支援などで、小規模ビジネスを育てていきます
　□　それぞれの国に必要とされる技術の研究を支援し、技術革新をめざします

 SDGs（Sustainable Development Goals）とは…
　�“2030年までに貧困に終止符を打ち、持続可能な未来を追求しよう。”「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が2015
年９月に国連総会で採択されました。そこに盛り込まれたのが、世界を変えるための17のゴールです。途上国も先進国も
含めた世界中の１人ひとりに関わる取組みです。
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亥
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子
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内
村
美
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大崎俳句会

【ハンセン病について正しく学ぼう】
●感染力は弱く非常にうつりにくい病気です
　ハンセン病は、「らい菌」に感染することで起こります。
　�発病には個人の免疫力や衛生状態、栄養事情が関係し、たとえ
感染しても発病はまれです。

●遺伝病ではありません
　患者の子や孫に遺伝することはありません。

●早期発見、治療で完治します
　�昭和24年頃には、特効薬で完治する病気になりました。
　�手足の麻痺や変形は、診断や治療が遅れたことによる後遺症です。

～ ハンセン病と人権 ～
同じ過ちを繰り返さないために

人権 啓発シリーズ

戸籍の窓
戸籍の窓は、広報紙への掲載希望のあった方を掲載しています。（※敬称略）

届出日
（12月１日～12月31日）
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瀬
戸
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タ
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谷
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又
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・
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・
菱
田
）
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さ
い
。

【
乾
杯
前
後
】

　
「
最
初
の『
30
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間
』
は
、
周
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歓
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が
ら
、
席
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動
せ
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ま
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」

【
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な
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女
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。
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９
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付
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。
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２
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て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

令
和
元
年
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

県
庁
統
計
課 

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
４
８
５

30
・
10
運
動
を 

実
践
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
の
食
品
ロ
ス（
ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
る
食
品
）
の
発
生
量

は
、
年
間
６
０
０
万
ト
ン
以
上
に
の
ぼ

り
、
特
に
、
宴
会
で
の
食
べ
残
し
の
量

は
、
食
堂
等
で
の
外
食（
昼
食
）の
約
８

倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

宴
会
等
で
の「
30
・
10（
さ
ん
ま
る
・
い

ち
ま
る
）運
動
」を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
会
等
の
際
に
は
、
幹
事
さ
ん
等

か
ら
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
行
い
、

「
30
・
10
運
動
」
の
実
践
に
ご
協
力
く
だ

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
栄
養
講
座

を
開
催
し
ま
す

【
期
日
】　

２
月
23
日（
日
曜
日
）

【
時
間
】　

15
時
～
16
時

【
場
所
】

　

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅

【
対
象
】

　

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
及
び
保
護
者
・
関
係
者

【
講
師
】　

田
畑　

綾
美（
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
食
）

【
受
講
料
】

　

選
手　

５
０
０
円

　

保
護
者　

１
０
０
０
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

左
記
問
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い問�

ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
大
隅 

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
１
１
０
２

１
１
０
番
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

　

志
布
志
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

　

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」
と

し
て
１
１
０
番
通
報
の
適
正
利
用
に

つ
い
て
広
報
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

１
１
０
番
は
緊
急
の
た
め
の
電
話
で

す
。
困
り
ご
と
の
相
談
や
拾
得
物
の
こ

と
で
１
１
０
番
通
報
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

１
１
０
番
通
報
が
重
な
る
と
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
の
通
報
を
受
理
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
０
番
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

事
件
・
事
故
を
早
期
に
解
決
す
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
正
確
な
通
報

が
必
要
で
す
。

　

０　

冷
静
に

　

１　

急
が
ず
慌
て
ず

　

１　

い
ち
早
く

　

１
１
０
番
通
報
時
は
落
ち
着
い
て
、

警
察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
で
な
い
相
談
ご
と
や
問
合
せ
な

ど
は
最
寄
り
の
警
察
署
も
し
く
は「
♯

９
１
１
０
」を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問�

志
布
志
警
察
署　

地
域
課 

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
１
１
０

介
護
・
福
祉
科
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す

　
「
介
護
・
福
祉
科【
介
護
事
務
付
加

コ
ー
ス
】Ｋ
②
」の
訓
練
生
を
左
記
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】

　

３
月
４
日（
水
）
～
６
月
３
日（
水
）

【
訓
練
会
場
】

　

大
隅
地
域
福
祉
事
業
所
ゆ
ら
お
う

【
対
象
者
】　

再
就
職
を
目
指
す
人

【
募
集
期
間
】

　

令
和
元
年
12
月
６
日（
金
）
～

　

令
和
２
年
２
月
14
日（
金
）

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
連

絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校 

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

　

�

鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所 

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
４
１
３
５ 

大
隅
公
共
職
業
安
定
所 

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

小
児
救
急
電
話
相
談
の

ご
案
内

　

県
で
は
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
さ

ん
の
急
な
病
気
・
急
な
け
が
な
ど
に
つ

い
て
、
看
護
師
等
が
応
急
処
置
や
医

療
機
関
の
受
診
の
必
要
性
な
ど
の
助
言

を
行
う「
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
」

（
＃
８
０
０
０
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　

平
日
、
土
曜
日

　

・
19
時
～
翌
朝
８
時

　

日
曜
、
祝
日
、

　

年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　

・
８
時
～
翌
朝
８
時

【
電
話
番
号
】

　
「
♯
８
０
０
０
」
番
又
は「
０
９
９
‐

２
５
４
‐
１
１
８
６
」（
携
帯
電
話
か
ら

も
利
用
可
）

※�

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
・
光
電
話
・
IP
電

話
及
び
市
外
局
番
が「
０
９
８
６
」の

地
域
の
固
定
電
話
か
ら
は
、「
０
９
９

‐
２
５
４
‐
１
１
８
６
」
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

※�

あ
く
ま
で
電
話
相
談
で
あ
り
、
判
断

の
参
考
と
し
て
も
ら
う
た
め
の
助
言

と
な
り
ま
す
。

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ
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「
か
ご
し
ま
シ
ニ
ア
応
援

ネ
ッ
ト
」の
ご
案
内

　

豊
か
な
知
識
や
経
験
を
も
ち
、
地
域

づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
に
て
講
習
や
セ
ミ
ナ
ー
、
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　
（
「
鹿
児
島
県
庁　

か
ご
し
ま
シ
ニ

ア
応
援
ネ
ッ
ト
」で
検
索
）

　

掲
載
さ
れ
て
い
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
例

　

・�

生
涯
現
役
の
た
め
の
ラ
イ
フ 

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

・
健
康
づ
く
り
栄
養
教
室

　

・
認
知
症
安
心
セ
ミ
ナ
ー

　

・�

介
護
サ
ポ
ー
ト
シ
ニ
ア 

人
材
育
成
講
習

　

・�

秋
の
長
尾
山
登
山
を
楽
し
み 

ま
し
ょ
う
！

問�

県
庁
高
齢
者
生
き
生
き
推
進
課 

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
６
８

お知
らせ

令和元年12月分  子牛セリ市成績表（町内分）
最高価格（血統） 平均価格 前月比 次回開催日

雌 1,196,000円（華春福×安福久×百合茂） 600,500円 －15,577円
１月28日（火）

～

１月30日（木）
去勢 1,047,000円（勝昇竜×隆之国×神高福） 711,278円 －16,842円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 662,680円 －13,004円

農林振興課畜産係　☎476-1111（511）問

KyutokuKennsetsu  co . , L td

この土地に住む人の
心の架け橋となる
ものづくりを提供する

U・Ⅰターン歓迎 U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!働き人募集中!
U・Ⅰターン歓迎 U・Ⅰターン歓迎 
働き人募集中!働き人募集中!

TEL(099)476-1131㈹　FAX(099)476-3244
MAIL   info@kyutoku.co.jp　  URL  http://www.kyutoku.co.jp
〒899-7302   鹿児島県曽於郡大崎町神領 2156-1

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029

□TEL 03-5363-6333
□http://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

個別面談なので、他の方と

顔を合わすことはございません。

0120-013-621型肝炎
給付金について

無 料 相 談 会
個  

別

を
行
い
ま
す
。

無料電話相談も
同時受付中！ お気軽にお電話ください

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ 一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください

9:00 18:00～平日

完　全
予約制

〈ご予約受付時間〉

※ご遺族の方も給付金請求できます

昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日生まれ
50万円～3,600万円

※病態に応じて給付金等の内容が

異なります
※訴訟実費

別途

着手金・相談料 無料
成功報酬制

対象者 給付金
弁護士
費用

日

程

・

会

場

第10会議室川内文化ホール20(木)

2

第1小会議室鹿児島市中央公民館21(金)

2

4階会議室奄美市社会福祉センター22(土)

2

■12/20入稿 1220_鹿児島県_大崎町広報誌_相談会_h50w174_4c

２月のイベント情報

令和元年度　大崎町子ども会大会
●�期　日　２月15日（土）　9：00 ～

●�場　所　町中央公民館　大ホール

●�内　容　�本町出身のマジシャン　入江田翔太さん
によるマジックショーを開催します！�
ぜひ、お越しください！昨年の子ども会大会の様子
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この広報紙は再生紙を使用しています

ＪＡ教育ローンキャンペーン実施中ＪＡ教育ローンキャンペーン実施中
令和元年７月１日(月）～令和２年５月２９日（金）まで！！

【ご注意事項】
●お申込みに際しては、当ＪＡ所定の審査をさせて頂き、審査結果によりご融資をお断りさせていただく場合がございますのでご了承ください。

※ＪＡ住宅ローンを利用されている方、給与振込がある方など、
全７項目のうち１つでも該当すれば 最軽減後金利１.４％が
適用されます。詳しくは、ＪＡ窓口までお問い合わせください。

※お借入期間：１５年以内（据置期間含む）
※お借入金額：１,０００万円以内。
※店頭にて返済額の試算を承っております。

1.9 1.41.9

　

午前9:00（受付）～16:00　　
大崎町図書館・中央公民館
２５組（申し込み多数の場合は抽選）

　地域の未就学児、小中学生、 保護者、地域の皆様
　1人300えん（保険・絵本レシピの材料費含む）

◆　申込方法　◆　　QRコードでお申し込みください

　　　　　　　　  　　
　NPO法人このはな　お問合せ　　　　　　　　　　　　　　
ＴＥＬ　　080-5241-8034（川畑）

１．オリエンテーション　9:30～
２．講師による読み聞かせ指導　
３．参加者による絵本・エプロンシアター等の体験  

４．ぐりぐら再現調理・昼食　
５．方言読み聞かせ（方言クイズ・地域の昔話の読み聞かせ）
６．試食・読み聞かせ　　　

終了      16：00　

主催 ＮＰＯ法人 このはな　

読み聞かせ体験や絵本レシピを再現して更に本の世界に近づいてみ
ませんか？　
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